
 
津久戸小のきらり① 

副校長 和歌 恭子  

風薫る５月になりました。この学校に来てから二

度目の５月です。昨年度は、私が見付けた「津久戸

小のひみつ」を写真とともにご紹介してきました。

今年度は、「津久戸小のきらり」と銘打って、津久戸

小学校の素敵なところをお伝えしていこうと思いま

す。 

さて、新一年生の保護者の方に、「津久戸小の素晴

らしいところはどこですか？」ときかれたら、何を

挙げるか。まずは、「図書館です。」でしょうか。 

蔵書数は１万２千冊を超える、とか「調べる学習

室」を備えているとか施設としての良さもあります

が、もっと素晴らしいのは運用だと思っています。 

まず、図書ボランティアの保護者の方や、図書館

スタッフの方、図書館支援員さんが、読み聞かせや

休み時間の貸し出し、掲示物に力を貸してくださっ

ています。おかげで子供たちは、素敵な本に出合う

機会がたくさんあります。 

朝の読書だけでなく、年に２回読書月間があり、

様々な読書活動を楽しみます。私が驚いたのは、「一

日読書の日」という日がその月間の中で一日ずつあ

って、本当に丸一日、読書イベントが行われている

ことです。 

先生たちも、身近に本があるように学習に関連す

る本を含め、教室や廊下に本を並べます。隙間時間

には、いつでも本が読めるように、図書バッグは机

の横にかかっています。１～３年生は年間１００

冊、４～６年生は年間１万ページを目指して記録を

つけていますが、年間を通じた読書活動を支えてい

るのは、先生たちの日常での取り組みや励ましなの

だと知りました。 

そうした図書館の運用の仕方をかつての先生方が

作り、それを保護者の方や次の先生たちが引き継い

で、今の津久戸の子供たちがいます。今号は末尾に

昨年度の読書活動アンケート結果を付けましたの

で、ご覧ください。子供を数字で表す、と言ったら

語弊がありますが、私はこれを見て、津久戸小の図

書館とその活動が子供たちにもたらしたものをまざ

まざと感じさせられて、本気で唸りました。 

津久戸小の読書活動はすごい！この「きらり」は

ちょっとまぶし過ぎです。 

 

お世話になりました 

≪転出≫ 

主幹教諭 

 津久戸小小学校では、15 年間もの長い間、お世話

になりました。こんなに長い間、楽しく仕事をするこ

とができたのも、元気な子供たち、協力してくださっ

た保護者の皆様、たくさんの愛情を注いでくださった

地域の皆様のおかげです。ありがとうございました。 

 

主幹教諭 

津久戸小での６年間、地域の方々や保護者の皆様の温

かさや、子供たちの元気な笑顔や声に日々励まされてき

ました。ともに学び、笑い合った時間は、私にとって大

切な思い出です。これからの津久戸小の子供たちの活躍

を応援しています。お世話になりました。 

 

主任教諭 

 学芸会や音楽会、金管バンドや、数年ぶりに出演

した新宿区音楽のつどい、創立１２０周年式典等の

行事。そして何より毎日の音楽の授業での津久戸小

のみなさんのパワーに支えられた４年間でした。あ

りがとうございました。 

 

教諭 

 小学校の先生として初めて着任したのが、津久戸小学校

でした。教員として右も左もわからない中で支えてくれた

のは、子ども達、保護者の方、先生方でした。至らないこ

とも多かったと思いますが、多くのことを学ぶことができ

る時間でした。本当にありがとうございました。 

 

特別支援教育推進員 

 １年半という短い間でしたが、大変お世話になりま

した。子供たちの小さな「できた」が積み重なって、

自信溢れる表情になっていく姿、そしてその成長をそ

ばで感じ見守ることができたことをとても嬉しく幸

せに思います。本当にありがとうございました。 

 

≪退職≫

時間講師(算数) 

算数の時間講師として、２年間お世話になりまし

た。高校の数学教員だった私には、毎日が新鮮で楽し

く刺激的でもありました。５年生と４年生の私の最後

の授業。子供たちが「津久戸小の校歌」をあんなに高

らかに歌ってくれたこと。忘れません。ありがとうご

ざいました。 

 
時間講師(理科) 

「なぜだろう？」「どうしてかな？」という疑問を

もち、調べられそうなことは、自分で調べようとする

意欲的な人になれることを願っています。４年間、お

世話になりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は、図書館とその関係の展示物です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


